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解説 日本の賃金と物価をめぐる真実
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日
本
の
賃
金
と
物
価
を
め
ぐ
る
真
実

物
価
上
昇
率
２
％
を
実
現
す
る
賃
金
上
昇
は
起
こ
る
か

２
０
１
２
年
末
以
来
、
い
わ
ゆ
る

「ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
景
気
」
が
続
き
、
企
業
利
益
、
株
価
ヽ
雇
用
が
大
幅
に
改
善
し
、

失
業
率
は
１
９
９
０
年
代
初
頭
以
来
の
２

・
４
％

（今
年
８
月
）
ま
で
低
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
賃
金
伸
び
率
は
低
く
、
民

間
消
費
に
は
十
分
な
力
強
さ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
現
下
の
景
気
回
復
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。
人
手
不
足
が
問
題
に
な

る
状
況
な
の
に
な
ぜ
賃
金
の
伸
び
率
が
低
い
の
か
。
こ
の
先
も
賃
金
の
伸
び
は
低
い
ま
ま
な
の
か
。
こ
の
点
で
は
、
楽
観

的
な
兆
候
と
悲
観
的
な
要
素
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
よ
う
。

景
気

回
復

の
成
果
と
弱
点

‐２
年
１２
月
以
来
、
い
わ
ゆ
る

「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
景
気
」
が
続
い
て
い
る
。
企
業
利

益
は
史
上
最
高
を
更
新
し
続
け
、
日
経
平

均
株
価
も
１２
年
ま
で
の
１
万
円
を
割
り
込

ん
だ
水
準
か
ら
２
万
４
０
０
０
円
前
後
ま

で
上
昇
し
た
。
一雇
用
者
数
は
１２
年
第
４
四

半
期
比
で
３
９
７
万
人
の
増
加
と
な
り

（
‐８
年
第
２
四
半
期
時
点
、
内
訳

¨
正
規

一雇
用
１
４
８
万
人
、
非
正
規
一雇
用
２
４
９

万
人
）、
失
業
率
は
１
９
９
０
年
代
初
頭

以
来
の
２

・
４
％

（今
年
８
月
）
ま
で
低
　
　
２
０
１
８
年
８
月
）。

下
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
え
ば
１６
年
第
１
四
半
期
か
ら
１７
年
第

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
景
気
回
復
は
　
　
２
四
半
期
ま
で
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国
内
総

弱
点
も
抱
え
て
い
る
。
第

一
に
、
企
業
業
　
　
生
産
）
成
長
率
は
年
率
平
均
１

・
６
％
と

績
の
回
復
に
比
べ
て
賃
金
上
昇
率
が
鈍
い
　
　
な
っ
て
い
る
が
、
項
目
別
の
寄
与
度
で
見

こ
と
だ
。
そ
の
結
果
、
消
費
の
伸
び
に
力
　
　
る
と
民
間
最
終
消
費
０

・
５
％
、
民
間
設

強
さ
が
足
り
な
い
。
第
二
に
、
そ
れ
に
関
　
　
備
投
資
０

・
５
％
、
純
輸
出

（輸
出
―
輸

連
し
て
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
が
い
ま
　
　
入
）
０

・
５
％
、
そ
の
他
０

・
１
％
と
な

だ
に
日
銀
が
目
標
に
す
る
前
年
比
２
％
に
　
　
つ
て
お
り
、
民
間
最
終
消
費
の
寄
与
度
は

届
か
ず
、
１
％
未
満
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
　
　
約
３
割
に
と
ど
ま
る
。
民
間
最
終
消
費
の

（消
費
者
物
価
指
数

〈生
鮮
食
品
を
除
く
　
　
寄
与
度
が
恒
常
的
に
８
割
程
度
あ
る
米
国

総

合

〉

一四
年

同

月

比
０

。
９

％
、
　
　
と
大
き
な
違
い
だ
。

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授

竹
中
正
治

た
け
な
か
。
ま
さ
は
る
　
７９
年
東
大

経
卒
、
東
京
三
菱
銀
行

（
現
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）為
替
資
金
部
次
長
、
調

査
部
次
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
員
事

務
所
長
な
ど
を
経
て
、

０７
年
１
月
国

際
通
貨
研
究
所
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
。

０９
年
４
月
か
ら
現
職
。

１２
年
京
都

大
学
博
士
（経
済
学
）。最
新
著
作
「稼

ぐ
経
済
学
～
『黄
金
の
波
』
に
乗
る
知

の
技
法
穴
光
文
社
）
。

そ
の
結
果
、
今
後
日
本
国
内
の
要
因
で

景
気
失
速
が
起
こ
ら
な
く
て
も
、
海
外
景

気
が
失
速
す
る
と
、
輸
出
減
↓
設
備
投
資

減
↓
一屋
用
情
勢
悪
化
と
い
う
経
路
で
た
ち

ま
ち
景
気
後
退
に
追
い
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
の
日
本

経
済
に
見
ら
れ
る
脆
弱
性
で
あ
り
、
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
根
底
に
は
、
企
業

業
績
に
比
較
し
た
賃
金
伸
び
率
の
低
さ
と

家
計
消
費
の
弱
さ
が
あ
る
。

ま
た
、
賃
金
抑
制
の
結
果
と
し
て
の
消

費
需
要
の
弱
さ
は
、
日
銀
が
目
標
と
す
る

２
％
の
物
価
目
標
の
達
成
も
困
難
に
し
て

い
る
最
大
の
障
害
で
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

な
ぜ
消
費
者
物
価
指
数
で
前
年
比
２
％
と

い
う
イ
ン
フ
レ
率
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
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金
融
政
策
の
目
的
は
景
気
変
動
の
平
準
化

で
あ
る
。

つ
ま
り
景
気
の
過
熱
を
抑
え
、
不
況
に

対
し
て
景
気
押
し
上
げ
と
い
う
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
趨
勢
的
に
プ
ラ
ス
の

イ
ン
フ
レ
率
が
必
要
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
景

気

（実
体
経
済
）
に
影
響
を
与
え
る
金
利

水
準
と
は
イ
ン
フ
レ
率
を
差
し
引
い
た
実

質
金
利
で
あ
る
か
ら
だ
。

「実
質
金
利
＝
名
目
金
利
―
期
待
イ
ン

フ
レ
率
」
な
の
で
、
も
し
期
待
イ
ン
フ
レ

率
が
ゼ
ロ
や
マ
イ
ナ
ス

（デ
フ
レ
）
に
な

∽
一　
‐２。
　
　
８。

６

５

４

３

２

１

０

っ
て
し
ま
う
と
、
名
目
金
利
を
ゼ
ロ
ま
で

下
げ
て
も
実
質
金
利
は
も
う
下
が
ら
ず
、

不
況
で
も
景
気
押
し
上
げ
効
果
が
十
分
に

出
な
い
。
デ
フ
レ
の
幅
が
大
き
い
ほ
ど
、

名
目
金
利
を
ゼ
ロ
ま
で
下
げ
て
も
実
質
金

利
は
高
止
ま
り
し
、
金
融
政
策
で
は
デ
フ

レ
不
況
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
る
。

米
国
で
は
イ
ン
フ
レ
率
が
２
％
を
超
え

始
め
た
の
で
、
順
調
に
金
利
引
き
上
げ
が

進
み
、
来
年
末
ご
ろ
ま
で
に
は
政
策
金
利

は
３
％
前
後
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
次

期
景
気
後
退
期
に
金
利
引
き
下
げ
の
余
地

を
生
む
の
だ
が
、
低
イ
ン
フ
レ
の

今
の
日
本
に
は
そ
う
し
た
政
策
余

地
が
な
い
。
こ
れ
は
悩
ま
し
い
問

題
だ
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
筆
者
が

原
理
主
義
的
な
リ
フ
レ
派
と
呼
ぶ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
諸
兄
は
、
も
と
も

と
は

「デ
フ
レ

・
イ
ン
フ
レ
は
貨

幣
的
な
現
象
で
あ
り
、
ゼ
ロ
金
利

下
で
も
量
的
な
金
融
緩
和
で
対
処

で
き
る
」
と
大
変
に
勇
ま
し
か
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
２
０
１
３
年
に
黒

田
東
彦
日
銀
総
裁
の
下
で
開
始
さ

れ
た
量
的

・
質
的
金
融
緩
和
か
ら

５
年
余
り
を
経
て
も
、
日
標
と
す

る
消
費
者
物
価
指
数
で
前
年
比
２

％
の
目
標
に
届
く
見
込
み
さ
え
立
た
ず
、

デ
フ
レ
こ
そ
終
わ
っ
た
も
の
の
、
低
イ
ン

フ
レ
が
継
続
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
て
、
原
理
主

義
的
な
リ
フ
レ
派
の
方
々
も
イ
ン
フ
レ
ロ

標
未
達
の
理
由
と
し
て

「賃
金
上
昇
率
が

抑
制
さ
れ
て
い
る
た
め
」
「世
界
的
な
資

源
価
格
下
落
の
影
響
」
「財
政
支
出
拡
大

の
援
護
が
必
要
」
な
ど
と
声
を
上
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
デ
フ
レ

・
イ
ン
フ
レ
は
実

体
経
済
的
な
要
因
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

を
認
め
る
方
向
に
見
解
が
修
正
さ
れ
た
の

だ
。フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
の
水
平
化

失
業
率
が
２
％
台
ま
で
低
下

し
て
も
賃
金
と
物
価
が
な
か
な

か
上
が
ら
な
い
構
図
は
、
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
の
間
で
は

「
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
曲
線
の
水
平
化
」
の
間

題
と
し
て
か
ね
て
よ
り
議
論
を

呼
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
日
本
だ

け
で
な
く
、

０８
年
の
世
界
金
融

危
機
か
ら
の
景
気
回
復
で
、
米

国
を
含
む
先
進
諸
国
で
あ
る
程

度
共
通
に
見
ら
れ
る
傾
向
だ
っ

た
。今

日
で
は
失
業
率
と
イ

ン
フ

レ
率

の
関
係
と
し
て
フ
ィ
リ

ッ

プ
ス
曲
線
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

経
済
学
者
ア
ル
バ
ン
・
ウ
イ
リ
ア
ム

・
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
の
１
９
５
８
年
の
論
文
で
は
、

失
業
率
と
賃
金
の
変
化
と
し
て
提
示
さ
れ

た
。
本
論
で
は
賃
金
の
伸
び
率
に
焦
点
を

当
て
る
た
め
に
、
失
業
率
と
賃
金
の
変
化

と
し
て
図
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

図
表
１
は
、
失
業
率
と
１
人
当
た
り
の

名
目
現
金
給
与
総
額

（以
下
、
賃
金
指
数

と
呼
ぶ
）
の
前
年
同
月
比
の
変
化
の
推
移

を
示
し
た
も
の
だ
。
失
業
率
が
低
下
す
る

と
賃
金
指
数
の
伸
び
率
が
上
昇
す
る
負
の

相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
大
ざ

っ
ぱ
に
分

50

〈図表 1)失業率と現金給与総額の変化
(%)
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(図表2〉失業率と現金給与総額の変化(1981…2018)
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０

０

０

０

０

０

０

４

３

２

■

０

・
１

２８５　　８。
囲

か
る
だ
ろ
う
。

図
表
２
は
同
じ
デ
ー
タ
を
期
間
ご
と
に

分
け
て
散
布
図
に
し
た
も
の
だ
。

８‐
～
８９

年
の
灰
色
の
分
布
は
、
近
似
線
の
左
肩
上

が
り
の
傾
き
が
最
も
大
き
い
。
同
時
に
失

業
率
が
低
く
、
賃
金
指
数
伸
び
率
が
高
い

の
で
グ
ラ
フ
の
左
上
方
に
分
布
し
て
い
る
。

近
似
線
の
傾
き
は
マ
イ
ナ
ス
３

・
８７
で
、

こ
れ
は
失
業
率
が
１
び
下
が
る
と
賃
金
指

数
が
３

・
８７
で
上
が
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

と
こ
ろ
が
９０
～

２
０
０
９
年

の

期
間
に
な
る
と
、
近
似
線
の
傾
き
は

マ
イ
ナ
ス
ー

・
５９
に
低
下
し
た
。
ま

た
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
ま
で
は
失

業
率
は
総
じ
て
低
く
図
上
の
左
方
に

分
布
し
て
い
る
が
、

９７
ヽ

９８
年
の
金

融
危
機
と
不
況
を
経
た
９０
年
代
末
か

ら
失
業
率
の
高
い
右
方

へ
の
分
布
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
が
２
０
１
０

～
‐８

年
の
今
に
至
る
ま
で
の
時
期
だ
が
、

直
近
で
は
失
業
率
が
８０
年
代
と
ほ
ぼ

省
　
同
じ
２
％
台
ま
で
下
が
り
図
上
の
左

知
　
方
ま
玉
戻
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

殷
　
賃
金
指
数
の
伸
び
は
低
く
、
近
似
線

”
　
の
傾
き
は
マ
イ
ナ
ス
０

・
３３
と
水
平

織
　
化
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
失
業
率
が

１
ビ
低
下
し
て
も
、
賃
金
指
数
は

０

．
３３
プ
し
か
上
が
ら
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。

実
は
不
安
定
な
曲
線

左
肩
上
が
り
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
の

安
定
的
な
存
在
は
、
金
融
政
策
を
通
じ
て

物
価
の
安
定
と
一雇
用
の
増
進
を
実
現
す
る

上
で
重
要
な
要
件
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
理
論
面
で
は
、
経
済
主
体
が
合
理
的

に
将
来
を
予
想
し
て
行
動
す
る
限
り
成
り

フ
０

。

日
本
で
も
同
様
で
、
左
肩
上
が
り
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
が
存
在
し
て
い
た
時
期

は
か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

今
の
日
本
の
よ
う
な
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
曲
線

の
水
平
化
は
、
中
央
銀
行
に
と
っ
て
は
頭

８５
　
　
８。
嘲

の
痛
い
問
題
で
あ
る
。
今
日
の
よ
う
に
、

低
イ
ン
フ
レ
下
で
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
が

水
平
化
し
て
し
ま
う
と
、
名
目
金
利
は
ゼ

ロ
％
以
下
に
は
で
き
な
い
の
で
、
名
目
金

利
を
下
げ
る
こ
と
で
実
質
金
利
を
下
げ
、

景
気
浮
揚
効
果
を
出
す
こ
と
が
困
難
に
な

フ０
。そ

れ
で
は
な
ぜ
、
日
本
で
フ
イ
リ
ッ
プ

ス
曲
線
の
水
平
化
が
顕
著
に
起
こ
っ
て
い

る
の
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
フ
ル

〈図表3〉フルタイム労働者の現金給与総額(時給べ〒ス)の推移

―      ――   ―― ―     ‐ ―  _30
95  97  99  01  03  05  07  09  11   13  15  17   (年

)

―
 フルタイム労働者現金給与総額 (時給ベース)12カ 月移動平均 (左 目盛り)

―・・  前年同月比(%)12カ 月移動平均 (ラ グ調整)(右 目盛り)
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11°  指数 前年同月比 40

95  97  99  01  03  05  07  09  11   13  15  17

_口_パートタイム労働者現金給与総額 (時給ベース)12カ 月移動平均 (左 目盛り)

...―.前年同月比(%)12カ 月移動平均 (ラ グ調整)(右 目盛り)

(出 所)厚生労働省
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ｏｏ
　
ｍ
　
鋼
の
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(図表5)雇用全体に占める非正規雇用の比率と失業率 タ
イ
ム
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
分
け
、
か
つ
時
給
換
算
し
た
現
金
給
与

総
額
の
推
移
と
変
化
を
見
て
み
よ
う
。
ち

な
み
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
大
半
は

い
わ
ゆ
る
正
規
雇
用
労
働
者
で
あ
る
が
、

一
部
非
正
規
一屋
用
の
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
う
ち
、
パ
ー
ト
と

ア
ル
バ
イ
ト
は
約
７
割
を
占
め
、
残
り
約

３
割
が
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
嘱
託
と

分
類
さ
れ
て
い
る
。

図
表
３
は
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
、
図
表

４
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
る
。
厚

60(%) (4)43

40
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の
波
を
反
映
し
な
が
ら
も
右
肩
上
が
り
で

上
昇
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
正

規
一屋
用
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
と
違
い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
賃
金
に
つ
い
て
経
営
者
は
労
働
需
給

が
逼
迫
す
る
と
比
較
的
柔
軟
に
上
げ
て
い

る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
再
び
景
気

が
後
退
し
て
労
働
力
が
余
剰
に
な
れ
ば
、

一屋
用
を
停
止
で
き
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
事
情
の
結
果
、
一屋
用
に
占
め

る
非
正
規
一雇
用
の
比
率
は
９０
年
代
以
降
趨

勢
的
に
上
昇
し
、
２
０
１
３
年
以
降
で
は

お
お
む
ね
３７
％
に
達
し
て
い
る
（図
表
５
）
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
給
与
の
総
額
ベ
ー
ス
で

フ
ル
タ
イ
ム
の
５
分
の
１
弱
程
度
の
賃
金

で
あ
り
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
比
率
の
増
加

が
２
０
０
０
年
以
降
の
平
均
値
と
し
て
の

現
金
給
与
総
額
を
押
し
下
げ
る
要
因
と
し

て
働
い
た
こ
と
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
。

楽
観
と
悲
観

そ
こ
で
次
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト

タ
イ
ム
に
分
け
て
、
時
給
換
算
し
た
現
金

給
与
総
額
と
失
業
率
の
関
係
を
見
て
み
よ

う

（図
表
６
、
７
）
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

分
け
て
見
る
と
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
で
も

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
も
２
０
０
０
年

以
降
現
在
ま
で
、
安
定
的
な
左
肩
上
が
り

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
場
合
は
、
失
業
率
１

び
の
低
下
は
約
１
ザ
の
時
給
換
算
賃
金
指

数
を
引
き
上
げ
る
。
ま
た
フ
ル
タ
イ
ム
労

働
者
の
場
合
は
、
同
じ
く
０

。
７５
プ
の
時

給
換
算
賃
金
の
引
き
上
げ
が
起
こ
っ
て
い

フ〈υ。要
す
る
に
賃
金
総
額
で
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
約
５
分
の
１
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
雇
用

に
占
め
る
比
率
が
趨
勢
的
に
上
昇
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
平
均
賃
金
で
見
る
と
失
業

率
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
指
数
が

上
が
ら
な
い
と
い
う
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
曲
線

の
水
平
化
が
日
本
で
起
こ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
今
後
の
賃
金
と
物

価
に
つ
い
て

一
つ
の
楽
観
と
悲
観
の
双
方

を
提
示
す
る
。

ま
ず
楽
観
の
面
か
ら
言
う
と
、
図
表
５

が
示
す
通
り
１
９
９
０
年
代
か
ら
上
昇
し

て
き
た
非
正
規
一雇
用
比
率
は
、
２
０
１
４

年
以
降
は
正
規
雇
用
も
増
え
る
よ
う
に
な

っ
た
結
果
、

３７
％
台
で
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な

っ
て
い
る
。
現
状
は
人
手
不
足
で
企
業
も

正
規
雇
用
の
確
保
に
前
向
き
の
ス
タ
ン
ス

に
変
わ
っ
て
き
た
。

今
後
も
同
比
率
の
横
ば
い
が
続
く
な
ら

ば
、
正
規
雇
用
で
も
非
正
規
一雇
用
で
も
賃

金
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
平
均
賃
金
も

増
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
人
手

不
足
か
ら
正
規
一屋
月
比
率
の
上
昇

（非
正

規
雇
用
比
率
の
低
下
）
が
起
こ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
と
逆
に
平
均
賃
金
の
急
速
な
増
加

さ
え
起
こ
り
得
る
。

悲
観
的
な
側
面
に
つ
い
て
言
う
と
、
図

表
６
の
示
す
現
在
の
ト
レ
ン
ド
（近
似
線
）

を
延
長
し
て
推
計
す
る
限
り
、
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
の
時
給
換
算
賃
金
指
数
の
上
昇

率
が
前
年
比
で
２
％
を
超
え
る
の
は
、
失

業
率
で
１

・
６
％
以
下
と
い
う
超
低
水
準

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
低
失
業
率
は
日
本

の
い
わ
ゆ
る
自
然
失
業
率
の
水
準
を
下
回

っ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
瞬
間
風
速
と

し
て
は
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
持

続
性
は
大
い
に
疑
間
だ
。

や
は
リ
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
の

上
方
シ
フ
ト
が
起
こ
ら
な
い
と
、
消
費
者

物
価
指
数
で
前
年
比
２
％
に
対
応
す
る
よ

う
な
賃
金
上
昇
率
は
望
め
な
い
可
能
性
が

一日
い
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
状
況
を
達
成
す
る

前
に
、
例
え
ば
、
米
中
貿
易
戦
争
が
熾
烈

化
し
て
、
再
び
世
界
景
気
が
失
速
す
る
よ

う
な
事
態
に
な
る
と

（そ
の
可
能
性
は
低

く
な
い
）
、
日
本
経
済
が
再
び
デ
フ
レ

・

円
高

・
景
気
後
退
に
陥
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

最
大
会
派
支
え
る
キ
ー
マ
ン

東
京
都
議
会
の
最
大
会
派
で
小
池

百
合
子
都
知
事
が
事
実
上
率
い
る

「都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
は
、
今

夏
の
役
員
人
事
で
、
増
子
博
樹
幹
事

長

（当
選
３
回
）
の
留
任
を
決
め
た
。

新
人
議
員
が
半
数
以
上
を
占
め
、
「素

人
集
団
」
と
の
指
摘
も
あ
る
中
、
政

治
経
験
が
長
く
、
人
柄
も
温
厚
な
増

子
氏
は
会
派
運
営
を
支
え
る
キ
ー
マ

ン
と
な
っ
て
い
る
。

増
子
氏
は
鳩
山
邦
夫
元
総
務
相

（故
人
）
の
秘
書
を
務
め
た
後
、
文

京
区
議

（４
期
）
を
経
て
、
旧
民
主

党
か
ら
都
議
選
に
出
馬
し
２
期
当
選
。

２
０
１
７
年
７
月
の
都
議
選
当
選
後

は
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
幹
事
長
に
就

任
し
、
国
よ
り
厳
し
い
禁
煙
規
制
を

導
入
し
た
独
自
の
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
制
定
を
後
押
し
す
る
な
ど
、
小

池
氏
を
支
え
て
き
た
。

「幹
事
長
な
ん
て
謝

っ
て
ば
か
り

だ
」
と
周
囲
に
苦
笑
す
る
増
子
氏
。

最
大
課
題
は
同
会
派
の
知
名
度
ア
ッ

プ
だ
が
、
小
池
氏
の
人
気
に
陰
り
も

出
て
お
り
、
３
年
後
の
都
議
選
に
向

け
、
汗
を
か
く
日
々
が
続
く
。
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